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開       会  （１９時００分） 

 

１．開会  

委員長が第２回「西小倉地域小中一貫校整備検討委員会」の開会を宣言する。 

 

２．開会の挨拶 

北尾教育部長が開会のあいさつをする。 

 

３．委員の紹介 

委員及び事務局の紹介をする。 

 

４．西小倉地域小中一貫校整備検討委員会設置要項の改正について  

事務局が「西小倉地域小中一貫校整備検討委員会設置要項の改正について」を説明する。 

 

５．部会報告 

 〇学校部会より 

 【学校部会長より説明】 

これまで５回の会議を開催し、第１回は今後のスケジュール等について確認し、第２回以

降は西小倉地域でどんな小中一貫校を目指していくのか、グループワーク等を行いながら

意見交換を行った。また、第３回学校部会では、市教委及び設計業者から、校舎の配置につ

いて現校舎側に建設する場合と、現グラウンド側に建設する場合、それぞれの技術的・教育

的な課題について説明があり、意見交換を行った結果、工事期間が最も短くコストも縮減で

き、児童生徒の負担も軽減できる現在の校舎のグラウンド側に小中一貫校を建設する方向

で学校部会として了承し、宇治市として決定された。 

〔基本計画素案 基本コンセプトの説明〕 

これまでの意見・要望を踏まえて、市教委が示した基本コンセプトに沿って、これまで意

見のあった整備の方向性をまとめたものが、資料４であり、１．子どもたちが光り輝く小中



 

一貫教育を推進する学校、２．多機能で変化に対応し、多様な教育課題に対応できる学校、

３．安全・安心で、利用しやすく、子どもたちが楽しく通える学校、４．家庭・学校・地域

が連携・協働し、互いの安心と信頼が生まれる、地域のシンボルとなる学校の４つで、〇が

基本コンセプトを実現する施設の方向性で、●が学校部会で出た意見である。 

〔基本計画素案 配置イメージ案の説明〕 

資料４では、学校部会で出た意見をもとに、宇治市教育委員会より２つのレイアウトが示

された。Ａ案が異学年の一体感を育む回廊型案であり、回遊性のある動線により異学年の一

体感・交流を促進する空間構成となっている。Ｂ案が校舎棟を南側に配置した従来型案であ

り、校舎棟を南側に一列に配置した視認性の高い従来型の空間構成となっている。以上のよ

うに宇治市教育委員会より説明を受けた。 

 学校部会で出た主なご意見のうち、配置イメージ案に反映されたものとしては、グラウン

ドは中学生と小学生が別に使える場所を確保してほしいこと、中庭等で校舎に自然の光を

取り入れるようにしてほしいこと、菜園を確保してほしいこと、北側の住宅地の日照等に配

慮し、圧迫感を感じない適切な距離を確保すること、等を反映したところである。また、第

５回学校部会では、小学生・中学生・育成学級・学校開放でのグラウンドの使い分けや、雨

天時の部活・体育の実施場所の確保、給食室の配置場所、不審者対策等の質問や意見があっ

た。 

なお、今回の基本計画素案は大まかな基本レイアウトを示したものであり、その他の多く

のご意見、諸室に関するご意見等については、今後基本設計の中で検討していくと事務局か

ら説明を受けたところである。 

 

〇地域部会より 

【地域部会長より説明】 

地域部会は、これまで２回実施しており、第１回部会を令和４年１月２６日に、第２回部

会を本日実施した。 

第１回部会では、学校跡地の活用について広く意見交換を実施した。 

現在３つの小学校が担っている避難所の役割をどう代替していくのかという意見や、現

在ある各体育振興会をどうしていくのかという意見、それぞれの跡地の活用に際しどのよ

うな施設にしていくか等意見があった。西小倉地域の３小学校の跡地活用については、今後

じっくり議論していきたい。 

 

〇事務局より報告 

  先ほどの学校部会での内容について報告したい。 

 今回の示した基本計画の素案について、西小倉地域の保護者、地域の方々と意見交換会を

学校部会として実施していくこととなった。６月上旬までを目途に西小倉地域の３小学校

で実施していくこととなるが、詳細については委員長、学校部会長と調整し、委員に連絡す

る。 

 



 

６．開会  

委員長が閉会を宣言する。 

 

閉       会  （１９時３０分） 

 


